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* 1 妊娠中又は出産後1年を経過しない
女性。

※2 産後休暇を取得していない職員。

,!,3 配偶者、父母、子、配偶者の父母その
他育児・介護休業等に関する規程第
30条第2項に規定する者で負傷、疾病
又は身体上若しくは精神上の障害に
より、2週間以上の期間にわたり日常
生活を営むのに支障がある者。

＊労使協定により、取得できない場合が
あるため事前に確認が必要。

＊提出書類について
・休暇簿は所属の総務担当へ提出
•その他の申出書及び提出書類欄が
空欄になっているものについては人
事課服務担当（医学部は医学部総務
課人事系）へお問い合わせください。

ダイバーシティ推進室
HP

各種制度の詳細は、
下記ホームページでも

お知らせしておりますので、
ご覧ください。

瓢
l https:/ /www.oedi.saga-u.ac.jp/su 

j pport/life-event-suppo『t/ryoritsu/

fAIチャットボット」でも
各種手続きについて

質問できます。

仕事と出産・育児及び介護を両立支援する制度等の一覧
I 常勤職員 l I 臨時職員
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妊婦の通勤緩和 IO I x I 有給 IO I x I 無給 l 妊娠中の女性職員が通勤に利用する交通機関の混雑の程度が母体又は胎児の健康保持に影営がある 所定の勤務時間の始め又は終わりにつき1日を通じて1時間を超えない範囲内でそれ 1 休暇簿と認められるときに、所定の勤務時間の始め又は終わりにおいて勤務しないことを認める制度 ぞれ必要と認められる時間

妊娠中の休憩 ・ 補食 IO I x I 有給 IO I x I 無給 l 妊娠中の女性職員が母体又は健康維持のため、適宜休息し、又は補食するために必要な時間、勤務しな 妊娠中の期間いことを認める制度

妊娠満23週までは4週間に1回、妊娠満24週から満35週までは2週間に1回、妊娠満
妊産婦※1の健康

゜ X 有給 ゜ X 無給 妊産婦である女性職員が、「母子保健法（昭和40年法律第141号）」に規定する保健指導又は健康診査 36週から出産までは1週間に1回、産後1年まではその間に1回（医師等の特別の指示 l 休暇簿
診査及び保健指導 を受けるために勤務しないことを認める制度 があった塀合には、いずれの期間についてもその指示された回数）について、それぞれ

1日の所定の勤務時間等の範囲内で必要と認められる時間

妊産婦の業務軽減等 ゜ X X X 妊産婦である女性職員の業務の軽減又は他の軽易な業務に就かせることを認める制度

妊産婦の深夜勤及び
゜ X ゜ X 妊産婦である女性職員が請求した場合、 時間外、 深夜 （午後10時から翌日の午前5時までの間）の勤務 I 下記①参照時間外勤務の免除 及び休日勤務を免除される制度

産前休暇 ゜ X 有給 ゜ X 無給 6週間以内（多胎妊娠の場合は14週間）に出産予定の女性職員に与えられる休暇 出産予定日の6週間（多胎妊娠の場合にあっては、14週間） 以内において、出産の日ま l 休暇簿でに申し出た期間

産後休暇 ゜ X 有給 ゜ X 無給 出産した女性職員に与えられる休暇 出産の日の翌日から8週間を経過する日までの期間（産後6週間が経過して就業を申し
I 休暇簿出た場合において、医師が支障がないと認めた業務に就く期間を除く）

男性職員の X ゜ 有給 X X 妻が出産する際に、入退院の手続及び出産又は入院中の付き添い等を行う男性職員に与えられる休暇 2日の範囲内の期間 （妻が出産するため病院に入院する等の日から当該出産の日後2 I 休暇簿配偶者出産休暇 週間を経過する日までの間とし、1日又は1時間単位で分割して取得することができる）

男性職員の 妻が出産する場合で、その出産予定日の6週間（多胎妊娠にあっては、14週） 前の日から当該出産の日 配偶者の産前・産後の期間において5日の範囲内 (1日又は1時間単位で分割して取得
育児参加休暇

X ゜ 有給 X X 後8週間を経過する日までの期間において、当該出産に係る子又は小学校就学の始期に達するまでの子 することができる） 休暇簿
を養育する職員が、 これらの子の養育のため勤務しないことを認める制度

保育時間 10 ゜ 有給 ゜ ゜ 無給 生後1年に達しない子を養育する職員に、授乳や託児所等への送迎を行う場合に与えられる休暇 1日2回それぞれ30分以内の期間 休暇簿

出生時育児休業 I 冒 ゜ 無給
※2 

゜ 無給 育児休業とは別に子の出生後8週間以内の期間に取得できる制度 子の出生後8週間以内に4週間まで取得可能 育児休業等
゜ 2回に分割して取得可能（合わせて28日間まで） 申出書

子を養育するため、一定期間休業することを認める制度 常勤職員：子が3歳に達するまで 育児休業等育児休業＊ Io Io I 無給 Io Io I 無給 I 男性は、妻の就業等の状況にかかわらず妻の出産後から育児休業を取得できる 臨時職員：子が1歳に達するまで（配偶者が臨時職員よりも以前から育児休業をする場
休業中は無休だが、雇用保険から育児休業給付金が給付される（詳細は裏面記載） 合は1歳2か月まで） 申出書

子どもが小学校就学の始期に達するまで以下のいずれかを選択
(1)週休日以外の日において1日につき6時間勤務
(2)週休日以外の日において1日につき3時閻55分勤務

育児短時間勤務＊
゜ ol 勤務しない時間

I X X |小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため、 週38時間45分より短い勤務時間で勤務すること
I

(3)週休日以外の日において1日につき4時間55分勤務
I

育児短時間勤務
について減額 を認める制度 (4)週4日を勤務日とし、1日につき7時間45分勤務 申出書

(5)週3日を勤務日とし、1日につき7時間45分勤務
(6)週3日を勤務日とし、2日については1日につき7時間45分、1日については3時間

55分勤務

育児時間＊
゜ ol 勤務しない時間

゜ ゜
勤務しない時間 子を養育するため、 所定の勤務時間の始め又は終わりにおいて、 1日につき2時間を超えない範囲内 常勤職員：子が小学校就学の始期に達するまで l 育児時間申出書

について減額 について減額 (30分単位） で勤務しないことを認める制度 臨時職員：子が3歳に達するまで

早出 ・ 遅出勤務 ゜ ゜ X X 小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため、又は放課後児童クラブ等への出迎えのため、1日 午前7時～午後10時までの時間帯に始業時刻、終業時刻及び休憩時間を繰り上げ又は l 下記②参照の勤務時間を変更することなく始業・終業の時刻を変更して勤務することを認める制度 繰り下げて勤務することができる

゜ ゜ ゜ ゜
3歳に満たない子を養育する職員が当該子を養育するために請求した場合、（業務の正常な運営を妨げ 承認された期間 (1回の請求I―つき1月~1年以内） l 下記①参照

育児のための時間外 ＇

I 
る場合を除き）時間外勤務を免除される制度

勤務の軽減
゜

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が当該子を養育するために請求した場合、 （業務の
゜ ゜ ゜ 正常な運営を妨げる場合を除き） 1月について24時間、1年について150時間以内に時間外勤務を軽減 l 承認された期間(1回の請求につき1月-1年以内） I 下記①参照

される制度

育児のための
゜ ゜ ゜ ゜

小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職員が当該子を養育するために請求した場合、（業務の正 承認された期間(1回の請求につき1月~6月以内） l 下記①参照深夜勤務の免除 常な運営を妨げる場合を除き）深夜（午後10時から翌日の午前5特までの間）の勤務を免除される制度

中学校就学の始期に達するまでの子（配偶者の子を含む）の看護（負傷し、若しくは疾病にかかったその 1の年において5日（中学校就学の始期に達するまでの子が2人以上の場合にあっては
子の看護休暇 ゜ ゜ 有給 ゜ ゜ 無給 子の世話又はその他子に予防接種若しくは健康診断を受けさせることをいう）をする場合に与えられる 10日）の範囲内の期間（当該期間中において1日又は1時間単位で分割して取得するこ l 休暇簿

休暇 とができる）

早出 ・ 遅出勤務 ゜ ゜ X X 要介護者※3を介護するため、1日の勤務時間を変更することなく始業・終業の時刻を変更して勤務する 午前7時～午後10時までの時間帯に始業時刻、終業時刻及び休憩時間を繰り上げ又は l 下記②参照ことを認める制度 繰り下げて勤務することができる
介護のための時間外

゜ ゜ ゜ ゜
要介護者を介護する職員が当該要介護者を介護するために請求した場合、（業務の正常な運営を妨げる 承認された期間 (1回の請求につき1月-1年以内） I 下記③参照勤務の免除 場合を除き）時間外勤務を免除される制度

介護のための時間外
゜ ゜ ゜ ゜

要介護者を介護する職員が当該要介護者を介護するために請求した場合、（業務の正常な運営を妨げる I l 下記③参照勤務の軽減 場合を除き）1月について24時間、1年について150時間以内に時閻外勤務を軽減される制度 承認された期間(1回の請求1こつき1月-1年以内）

介護のための深夜
゜ ゜ ゜ ゜

要介護者を介護する職員が当該要介護者を介護するために請求した場合、 （業務の正常な運営を妨げる I承認された期間(1回の請求I―つき1月~6月以内） I 下記③参照勤務の免除 場合を除き）深夜（午後10時から翌日の午前5時までの間） の勤務を免除される制度

介護休業＊
゜ ゜ 無給 ゜ ゜ 無給 要介護者を介護するため、一定期間休業することを認める制度 l 要介護者1人につき、 3回 （通算186日） までの範囲内において必要とする期間 l 介護休業申出書休業中は無給だが、最長3ヶ月間、 雇用保険から給与の67%相当の介護休業給付金が給付される

介護部分休業＊ Io Io I 勤務しない時間
゜ ゜

勤務しない時間 要介護者を介護するため、所定の勤務時間の始め又は終わりにおいて、1日につき4時間を超えない範囲 要介護者1人につき、介護部分休業の利用開始日から起算して連続する3年の期間で2 介護部分休業
について減額 について減額 内(1時間単位）で勤務しないことを認める制度 回までの範囲内において必要とする期間 申出書

介護休暇＊ ゜ ゜ 有給 ゜ ゜ 無給 要介護者の通院の付き添い等をする場合に与えられる休暇 1の年（暦年）において5日 （要介護者が2人以上の場合は10日） の範囲内 (1日又は1 休暇簿時間単位で分割して取得することができる）

生理休暇 ゜ X 有給 ゜ X 無給 生理日における勤務が著しく困難である女性職員が請求した場合に与えられる休暇 承認された期間 休暇簿

①出産と育児のための時間外・深夜 ・ 休日勤務免除等請求書 ②始業及び終業時刻の繰り上げ又は繰り下げ申出書 ③介護のための時間外勤務免除 ・ 制限及び深夜勤務免除請求巴

事務案内HPを

ご存知ですか？

佐賀大学事務案内ホームページでは育
児・介護にかかる手続きの他、各種事務
手続きについて解説しております。

佐賀大学HP
▼ 

学内教職員用
▼ 

事務案内・事務手続より
アクセスしてください。


